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第1例は3同鼓膜切閉施行。耳漏は漿液性にて午前申

の方が他め時まb多量排出せηと。エフニドリン投與

が奏効し，約1月にて全濃Q第2例は40目問に左右

共に5～6同鼓膜切開施行。耳漏は漿液膿性なり。エ

フェドリン，莫蒼エキス使用1ケ月にて治癒せり。著

者の治験例及び文献例を綜括するに大艦各年齢に見る．

竜・5歳以下の小兇はA．Ilergie性疾患に罹患し易し。性

別に大差なし。原因は自律紳経系統の緊張障碍と密接

なる七口ありQ自毘症は耳痛，茸鳴，難聴，耳内閉塞

感，頭痛にして，之等の自豊症は突如として起yしと。

叉アレ〉・ゲ瀕取後，喘息血管蓮蜥申目性鼻炎績襲

す≧6鼓膜三一耳痛創し後問もなぐ・又は早期に

i穿孔形成なき例あり，鼓膜所見は炎症性の獲赤少く

艦晦白色，次白色，俘腫様蒼白な歩。耳漏は楓液性，

漿液粘液性なり。血液所見は白血球数は正常或は減少

を示し，Eosipophilieを呈す・3cneSは鼻咽頭粘膜

の鍵化，殊に欧氏管入口部及び鼻中隔後壁粘膜の洋腫

様蒼白を呈するを本症の特異所見とすと云ふ。診断は

アレルギー性疾患罹患有i無，全身・所見，」血液所見等を

参考にすべし○治療，局所的には一般中耳炎に同じ。

アレルゲン判明し辰る者は之の除i去，、判明せざる者に

て経過遷延せる場合にはアドレナリン，エフェドリン

馨の試用肝要なVoその他憂調療法C絹cjUm， Vita一

・．田inA・B・C殊にC麹ゆ使用は有効な，o

                  （．財前抄）

雑 報

日本女子讐學三三會第1回総會

        」 23 昼 （土） （13－17時…）

昭和18年10月l
        k24日 （碍）（9一一13時）

東京女子留學寺門戸戸臨床講堂において開催。

昭和十七年度早計報告
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編  集 後  記

◇日本女子署肇研究會第一同総會は，豫期以上の好成績を以て無事絡了したδ本

年の特別講演は二教授とも．「日本女子警學研究會」総會にふさはしいも塑であっ

た。今後は全演題を通じて本論の特色を獲揮するやうにしたV・ものと思ふ。幸に

御協力を乞ふ。

◇最近は印刷能力低下のため印刷がきはめて長期にわたるので執筆者はなるべく

早く原稿を御町附願ひたV・。

◇決職下ますます本誌の使命は重要となりつつあるから，會員諸氏にはいよV・よ

讐學報國に二漣董進されたV・o G専入）
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寄 稿  細  劉

1）寄稿は會員に限勢之を受ける。

2）既に他の羅誌に嚢表せられたる論丈：は之を受理せす。

3）原稿用紙は本學會所定（400字詰20行）のものを用ひ眠たい・用紙は・季・學鯛蹴所で韻

  で分賞する。地方からの申込にも慮する。

4）寄稿注意は次の如くである。

  a）胃腸は次の順序に願ひたい。一如魔所鳳主任或は指導者，著者名，＝・救，なほ著

    耳塞には，片假名で振假名をつけて頂きたい。

  b）本文は，誤のない日本語で，わかりやすい領野で綴られたV・。あまりむつかしい漢語は

    使はないようにしたい。丈章には句讃をよく氣をつけて打って，黙も丸も一叢にはめる

    こと。行をかへ．るのも合理的に，一つの丈意の絡つた所でする様にしたい。

  c）、假名はr鍛名を用ふること。

  d）外帯入名，地名は，なるべく敵丈の．まN記載せられたV・。然し地名その他のうち既に我

    が國でも通俗化してみるようなものは，片假名で書くこと。・

  e）活字の大きさは編輯者に一任せられたい。

  f）引用文職には，邦：交，染草の順序とし，著者名，（標題名），雑誌名，．巻．號・頁（出來

    るならば，論文の初と絡の頁）登行年月をこの順序に記載せられたい。文職は，本交の

    後にまとめられても．よいし，脚註を利用されてもよい。

  9）本文申に挿入する表や圖版は原稿中め適當の部分に貼りつけて貰ひたVT）費用がかさむ

    から，必要な最；小限度にせられたい。

  h）本文及び軍勢の平字は出來る限り明瞭にし 文献につV・て妹成るべくタイプライターに

    て記すこと。

  i）藥名其他は片割名とし，「」或は傍線を附さないこと。

ち）論文寄稿者は寄稿の際必す別刷所要部撒を原稿第一頁の訟白に朱書せられたい。脳刷は20部

  迄鰍囎呈する。それ以上興せられる場舗・超過緻謝する韻を帳略・但し所

  要部数を記入せざる時は別刷．を調製しない。

6）論文1篇15頁を超過せる際は實費を申受ける。色彩圖その他多額の費用を要する際は之を

  申受ける。

7）掲載は受耳順による，但急を要するものは掲載料全額を申受く。

8）メ』ト・職度賄の範の書紡劇（の形式に從はれたkλ・これらの符號のあと蹴駐う

  けない。

    1妬．．．．1cc l瓦＿19』 ．1．冠・…1kg

    1米．＿1・rn  1糎．∴1cm 1粍・一・1mm
    1ミリミクaン：．1mμ   癬氏37度2分．一■．37．2。C

9）掲載の採否は編集會議による。

ユ0）寄稿の宛名は左の如く認められたし。

                 東京都牛込逗河田町

ユ種．．．．1mg

1ミクロン．．．ユμ

華氏6⑪度．．．．6⑪。F

東京女導燈學專門學校病理學教室

日本女子馨學研究愈幹事  佐  藤  や  い 宛


